
大規模災害への備えについて

県公表（参考）国公表
Ｒ２Ｒ７Ｈ２４公表時期

約１．５万人
（５５．５％）

約３．９万人（※）
（２０％）

約４．２万人
（２０％）

死者数
（早期避難率）

約２．０万人約３．２万人約２．３万人負傷者数
約８．０万棟約８．３万棟約８．３万棟全壊・焼失棟数

○県の被害想定について

【被害想定更新までのスケジュール】

津波避難等に関する県民意識調査 被害想定更新
（人的被害、建物被害など）

・県民意識調査の結果に基づき、早期避難率を設定
・国の想定にない地震・津波モデル（日向灘を中心に広範囲に地震・津波が起きるケース）も考慮

・九州地方が大きく被災する地震・津波が発生した場合
・冬・深夜、風速強（8m/s）、早期避難率低（20%）

地震や津波のモデル、発災時期、
気象条件、避難率などを変えながら、
様々な条件下での人的被害を算定
（全９６パターン）

○南海トラフ巨大地震被害想定（最大値）

令和６年度 令和７年度

津波浸水想定更新

地震動想定更新

※本県の死者数が最大となる算定条件



大規模災害から命を守る「３つの行動」

耐震化
耐震化・家具の転倒防止対策を
とることで、死者数は大きく減少

○建物倒壊による死者数（全国）

※いずれも
国公表資料より

○家具の転倒による死者数（全国）



大規模災害から命を守る「３つの行動」

早期避難
早期避難率が高い場合は、
死者数は大きく減少
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大規模災害から命を守る「３つの行動」

備蓄

日頃からの事前の備えと災害が起きた時の行動
大事なことは・・・


